
社会に要望される

医療人としての薬剤

師育成が叫ばれる

中、城西大学薬学部

は「薬学科」（薬剤

師養成課程６年制）

のほか、機能性をもつ食品や化粧品・医薬品

の研究開発のスペシャリストを育成する「薬

科学科」、そして「医療栄養学科」（管理栄養

士養成課程４年制）を有している。同ルーム

は薬学科の学生だけでなく、他の学科の学生

も、講義等で活用している。

シミュレーションルームは30坪ほどだが、

実際の100～150坪タイプのドラッグストアで

取り扱う医薬品、健康食品、化粧品、医療衛

生雑貨、トイレタリー商品、介護用品、ペッ

ト関連といった商材が、キメ細かく揃えられ

ている。

商品類（医薬品の一部は空箱）の提供とア

ドバイス、陳列や構成などで全面的に協力し

たのが、都内を中心にドラッグストアを展開

する「いわい」（東京都豊島区）。同社の薬剤

師・栄養士が講師となって、今春か

ら「医薬品情報マネジメント概論」

の講義も行われており、この一環と

しても同ルームの充実が図られた。

薬学部の白幡晶教授は「メンタル

面も含めて、実務的要素がこれから

の薬学教育には欠かせない。生活者

と薬剤師の接点が密接になること

が、地域の生活者のＱＯＬをマネジ

メントする上でも重要。今後はカウ

ンセリング能力の高さも、医療系人

材には必要とされており、シミュレ

ーションルームを用いた販売実務の

講座が、学生にとって将来的に必ず

役に立つと思う」と話す。

いわい執行役員で、城西大学非常勤講師の

石原義光氏は「『正露丸の主成分は？』『かぜ

の11の諸症状は？』と聞かれて、果たしてど

れぐらいの学生が答えられるか。生活者が知

っている薬の名前も同様。勤務先がドラッグ

ストアでなくても、商品知識を知ってもらい

たい。もっと生活者の視点に立った、生活者

に役立つ薬剤師教育が必要。地域の身近な健

康に携わるインフラとしてのドラッグストア

が、医療に関わる分野で活躍する人材育成の

一端を担うことは、その地域で成長した私ど

もの社会的責任であると考えている」として

いる。

城西大学薬学部では今年３月、春休みを利

用して「コミュニティファーマシーインター

ンシップ」プログラムを実施した。日本チェ

ーンドラッグストア協会の協力で、加盟企業

の店舗において新４年生が医薬品販売の現場

を体験したが、インターンシップには200人

以上の学生が参加したという。薬学部では、

今後も実践的な教育を積極的に取り入れてい

く計画だ。

平成21年９月１日（火曜日） 第20号薬　学　生　新　聞 （５）

カウンセリング能力や
商品知識を学ぶ場に

城西大学薬学部内に先頃、ドラッグストア店内を再現した

シミュレーションルームがオープンした。これまでも教室内

の一部で、ドラッグストアの取り扱い商材を配置し、研修に

利用していたが、薬事法改正に伴うＯＴＣ医薬品の新たな販

売制度が６月にスタートしたのに合わせ、大幅にリニューア

ルした。

ド
ラ
ッ
グ
ス
ト
ア
店
内
を
再
現
し
た

ド
ラ
ッ
グ
ス
ト
ア
店
内
を
再
現
し
た 

シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
ル
ー
ム
を
設
置

シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
ル
ー
ム
を
設
置 

ド
ラ
ッ
グ
ス
ト
ア
店
内
を
再
現
し
た 

シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
ル
ー
ム
を
設
置 

城
西
大
学
薬
学
部

城
西
大
学
薬
学
部 

城
西
大
学
薬
学
部 

「
学
生
の
将
来
に
必
ず
役
に
立
つ
と
思
う
」

と
話
す
白
幡
教
授

品揃えは150坪クラスのドラッグストアに匹敵
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